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発表内容

１．プロジェクトへの参画と製品評価技術基盤機構
（ＮＩＴＥ）の役割

２．初期リスク評価の目的と特徴

３．初期リスク評価書作成と人材育成

４．初期リスク評価書の信頼性確保

５．この６年間で評価を行った物質

６．初期リスク評価結果の概要とその意義

７．この６年間の成果

８．成果の活用と今後の展開
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１．プロジェクトへの参画とＮＩＴＥの役割

「化学物質のリスク評価及びリスク評価手法の開発」「化学物質のリスク評価及びリスク評価手法の開発」
（NEDOプロジェクト）に参画

【ＮＩＴＥの役割】

◇暴露情報の整備 ◇暴露評価手法の開発

◇初期リスク評価の実施

◇リスク評価管理ガイドの策定

化学物質排出把握管理促進法
の成立

アジェンダ２１ 第１９章
化学的リスクの国際的アセスメント

の拡大と促進

化学物質の
排出量がわかる
ようになった

◇リスク評価とそれに基づく
化学物質管理の必要性
◇人材の育成

３機関連携して
プロジェクトを推進
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初期リスク評価におけるＮＩＴＥの役割

有害性評価

暴露情報の整備 暴露評価

初期リスク評価

化学物質評価研究機構（ＣＥＲＩ）
の役割

初期リスク評価書

数理モデルの開発
産業技術総合研究所

化学物質リスク管理研究センター
（ＡＩＳＴ-ＣＲＭ）の役割

物質選定
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詳細リスク評価
（詳細リスク評価書）

２．初期リスク評価の目的と特徴

多段階評価の初期段階の評価

初期リスク評価初期リスク評価

◇現時点でリスクの懸念がないか、詳細な調査、
解析、評価等を行う必要性があるかに分ける
こと

◇不足情報の明確化
◇必要な行動の提案

優先的に詳細な評価等を行う必要のある物質

AIST-CRMが実施

目的、位置付け

スクリーニング
のための評価

物質の絞り込み



200７/1/22-23 「化学物質のリスク評価及びリスク評価手法の開発」研究成果報告会

初期リスク評価の特徴

◇統一的な手法を用いて評価

◇現時点で入手可能な情報に基づき評価

◇安全サイドでの評価
→ ２種類以上の選択肢がある場合は、厳しい方を採用

◇PRTR排出量データを暴露評価に利用
→ 環境モニタリング情報が入手できない場合でも評価が可能

◇”現時点“でリスクの懸念がないか、詳細な調査、解析、評

価等が必要かを判断

◇リスク評価は、暴露マージン（ＭＯＥ）と不確実係数積（ＵＦ

ｓ）の比較
→ 有害性情報の信頼性、充実度が明示的で、今後の行動が明確になる



200７/1/22-23 「化学物質のリスク評価及びリスク評価手法の開発」研究成果報告会

平成17年度 平成18年度平成16年度平成15年度平成14年度平成13年度 平成17年度 平成18年度平成16年度平成15年度平成14年度平成13年度

平成13年度PRTR情報の公表平成13年度PRTR情報の公表

初期リスク評価書の作成：６５（ＣＥＲＩ）

初期リスク評価書の作成 ： ８５

初期リスク評価書の見直し ： ４６
PRTRﾃﾞｰﾀ公表、初
期ﾘｽｸ評価指針確立
による見直し作業 初期リスク評価書の公開：５７

３．初期リスク評価書作成と人材育成

「初期リスク評価指針」、「初期リスク評価書作成マニュアル」の作成、改訂

・暴露情報の整備
・暴露評価手法の開発
・暴露評価

・初期リスク評価

ＮＩＴＥは１３１
物質を評価

・技術専門職員：７名を固定
・ＮＩＴＥ職員：８名が経験
・METI職員：３名が経験
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経済産業省委員会
審議・承認

公 開

暴露・リスク検討会

最終検討会

初期リスク評価書素案作成

← NITE、CERI関係者による検討

← NITE、CERI関係者による検討

← 項目別担当者によるチェック（縦糸チェック）

← 項目別担当者によるチェック（縦糸チェック）

修正作業

内部レビュー（暴露評価、リスク評価）

外部レビュー（METI、CRM、CERI）

← 項目別担当者によるチェック（縦糸チェック）

外部校正

修正作業

修正作業

修正作業

確認作業

初期リスク評価書 有害性評価書

有害性評価部分

PLレビュー

４．初期リスク評価書の信頼性確保
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暴露・リスク検討会の様子
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平成17年度 平成18年度平成16年度平成15年度平成14年度平成13年度 平成17年度 平成18年度平成16年度平成15年度平成14年度平成13年度

５．この６年間で評価を行った物質

１６ ３０ ３８ ２０ ３０ １６

【初期リスク評価の対象】

◇化学物質排出把握管理促進法の第一種指定化学物質を中心に

◇農薬、オゾン層保護法の対象物質を除き

◇有害性とＰＲＴＲ排出量からリスクが高いと推定されるもの

合計１５０物質の初期リスク評価を実施

約９０％の排出量をカバー
（FY16 PRTR排出量合計比）



200７/1/22-23 「化学物質のリスク評価及びリスク評価手法の開発」研究成果報告会

６．初期リスク評価結果の概要と意義

６物質８物質・詳細な調査、解析、評価等が必要

１１９物質８３物質・現時点でリスクが懸念されない

２５物質５９物質・評価できない

経口経路吸入経路

６物質８物質・詳細な調査、解析、評価等が必要

１１９物質８３物質・現時点でリスクが懸念されない

２５物質５９物質・評価できない

経口経路吸入経路

２５物質・詳細な調査、解析、評価等が必要

１１８物質・現時点でリスクが懸念されない

７物質・評価できない

２５物質・詳細な調査、解析、評価等が必要

１１８物質・現時点でリスクが懸念されない

７物質・評価できない

◇ヒト健康 ：反復投与毒性等による評価結果＊

＊生殖･発生毒性、発がん性は含まない。

◇生態 ：藻類、甲殻類、魚類に対する評価結果

注）一部暫定的なものが含まれるため、今後変更があり得る。
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６．この６年間の成果（１）

（１）初期リスク評価の実施（１５０物質）と公開（５７物質）

（２）《現時点でリスクが懸念されないもの》、《詳細な調査、解析、

評価等が必要なもの》に分類

（３）ＰＲＴＲ排出量データを用いた環境中濃度推定方法の確立

（４）「初期リスク評価指針」、「初期リスク評価書作成マニュア

ル」の作成、公開

→ 評価手法等の統一化

→ 方法の透明性の確保
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６．この６年間の成果（２）

（５）「排出経路データシート」の作成、公開

→ 主要排出経路の把握、暴露評価への利用

（６） 「ＰＲＴＲ対象物質総括管理表」の作成、公開

→ 評価対象物質選定、評価実施優先順位付けへの利用等

（７） 「リスク評価管理ガイド」 （作成中）

→ リスク評価結果の正しい理解とリスク管理への利用

（８）論文投稿 ５報

→ 方法や結果の透明性の確保

→ 公正な場での科学的議論を可能にしている
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◆成果の活用事例（１）

キシレン

どの地域からの排出が
多いか把握できる

大気への排出量推計

排出量の多い地域

大気への排出量推計

排出量の多い地域

キシレン

排出量から推計した大気
中の化学物質濃度
どの地域の濃度が高いか
把握できる

大気中濃度推計

濃度の高い地域

大気中濃度推計

濃度の高い地域

大気濃度予測モデル
（ADMER）

マップ表示による地域的な推定排出量、濃度の高低の把握

～ リスク評価、リスクコミュニケーションへの利用 ～

大気中の濃度マップ

７．成果の活用と今後の展開

～ 本成果をどのように活用できるか ～

PRTR排出量情報とNITEが開発した割り
振りシステムによる排出量の推計結果
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◆成果の活用事例（２）

主要コンテンツ

■身の回りの製品に含まれ

る化学物質情報

■ リスク評価の解説書

■ リスク評価体験ツール

■ 初期リスク評価情報

■ リスクコミュニケーション
国内事例紹介

■ 用語・略語集

リスクコミュニケーション支援サイトへの利用

「化学物質と上手に
付き合うには」
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◆成果の活用事例（３）

リスク評価結果に基づく管理方法提言の試み

「化学物質リスク評価管理研究会」
（ＮＩＴＥに設置）

産官学の有識者による検討

「リスク管理の現状と今後のあり方」の策定
・ノニルフェノール及びノニルフェノールエトキシレート
・フタル酸ビス（2-エチルヘキシル）
・ビスフェノールＡ

詳細リスク評価書作成・使用実態、排出実態等の把握
・自治体や事業者の管理実態の把握

利用
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７．成果の活用と今後の展開

◆初期リスク評価書

・経済産業省；

特定の化学物質による環境汚染の状況の監視

自治体職員向け化学物質管理研修

・環境省：

化学物質ファクトシート

・その他 （HPへのアクセス・・・約２万件／月 ）

公開当初から企業のアクセスが多い

大学、研究機関、自治体からのアクセスも徐々に増加

～ 本成果はどのような人が何に活用しているか ～
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安全・安心な社会の構築に向けた貢献

・活用方法を含めた成果の普及・啓発

・未公開評価書の公開

・公開情報の維持、更新

今後の展開

「得られた経験、人材、知見の活用」と「産業界等との意見交換、

情報交換」により

・新たな評価手法導入への取組

・リスクが懸念される物質のリスク評価


